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滑走路閉鎖情報は他にも在ったが、当該
チームに提供されなかった

滑走路等運用制限情報があったが、夜間勤
務帯にのみ利用されていた

閉鎖は基本的な航空情報であり管制官は当
然知っていると思っていた

午後勤務帯では閉鎖はない
という思いこみ

４月の勤務体制変更で午後勤務帯でも閉鎖
が生じた

従来から計画的閉鎖は夜間勤務帯であった

４月以降の当該チームの午後勤務帯でも滑
走路閉鎖はなかった

要因分析結果の概要
別添１

（参考）その他判明した事実

発生したトラブルに係る連絡体制が不十分であった

午後勤務帯：15:00～21:45 （以前は14:00～20:00）
夜間勤務帯：21:45～08:00 （以前は20:00～08:30）

ブリーフィングでノータムを確認する処理
手続きはあったが、AIP補足版（サプリメ
ント）を確認するものはなかった

ブリーフィングで航空情報担当官がAIP補
足版（サプリメント）を確認していないこ
とに次席管制官は気がつかず、ダブル
チェックできなかった

引き続き調査中の事項

滑走路閉鎖時間の決定方法、決定内容が適切であったか

ブリーフィングの方法が適切であったか

滑走路閉鎖情報は周知されていたが午後勤
務帯でも閉鎖される認識がなかった
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強化




